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● はじめに 
 
このレポートでは、大きく二つのことについて述べていきたいと思う。まず、まず前半

に、論文とは何なのか、また論文を書く目的についてまとめ、後半に、『これからレポート・

卒論を書く若者のために』を読んで、自分が卒論を書く際に注意しなければいけないと思

われることをまとめる。実際に論文を書き始めるときに、このレポートを読み返して自分

のためのガイドラインとして参考にできるようにまとめることを心がけようと思う。 
 
● 論文とは何か、論文を書く目的とは 
 
論文とは、一言で言うと、何らかの学術的問題に解答するために書かれた文章のことで

ある。ここでいう学術的問題とは、ある学問分野において意義があるものでなくてはなら

ず、さらに、｢興味を惹く問題｣、「取り組む価値」を見つけ出すことが必要である。論文で

はその学術的問題に対してしっかりとした手順を踏んで調査し、解答することが求められ

るのだ。 
ここで注意しておかなければいけないことは、論文では、自分が設定した学術的問題に

対して、解答を出すということである。その問題に関して調査したことをつらつらと述べ

るのではない。調査したことを基に、問題に関しての解答を出さなければいけないのだか

ら、何を、どういう順序で調査すれば設定した問題への解答を導くことができるのか、し

っかりとした吟味が必要となってくる。以上のことを踏まえて、学術的問題に解答するこ

と、これが論文の中でやるべきことである。 
 では、論文を書く目的とは何なのだろうか。このことは、論文を書くことでどのような

力をつけたいのか、ということにも関係してくると思われる。その答えとしては、問題喚

起する能力を養う、その問題について解答する能力を養う、取り組んだ問題に対する考え

を深める、という 3 つのことが論文を書く目的であると『これからレポート・卒論を書く

若者のために』の中では述べられている。裏を返すなら、この３つのことがきちんとでき

ている論文が、すばらしい論文といえるのではないだろうか。 
 しかし、論文を書く上で一番忘れてはいけないことは、「読者」を考えて論文を書くこと

であると私は思う。どんなに意義のある学術的問題にきちんと解答したとしても、その解

答がどんなにすばらしいものだとしても、文章が書かれた紙を通して伝わらなければ何も

意味がない。つまり、読者に自分が伝えたいことをいかにわかりやすく伝えるか、という

要素も論文の中では大きな目的となると私は思う。特に私は自分の考えを相手に何とか伝



えることはできるのだが、自分が考えていることが複雑であったりすると、それを相手に

わかりやすいように論理的に説明することが苦手である。なので、一人の社会人として、

そして教師として必要なこの“相手にわかりやすく”言葉や紙面で物事を伝える、という

能力を、卒論を書く際に磨けたらと思う。 
 ここまで、論文とは何か、論文を書く目的について述べたが、では上に述べた目的を達

成するために、特に読者にわかりやすい論文を書くために注意しなければいけない具体的

事項について、『これからレポート・卒論を書く若者のために』の中から自分に必要だと思

われることをピックアップしていきたいと思う。 
 
● 論文を書く際に注意しなければいけないこと 
 
・ 構成について 
 論文の構成を考える際には、論文全体で筋が通るような流れになっているのかどうかを

しっかりと検討しながら筋立てをしていかなくてはいけない。結論（仮定）を常に念頭に

入れながら、それが取り組んだ問題に解答しているかどうか、結論を導くための論理展開

が自然な流れになっているのがどうか、確認しながら書き進めなくてはいけない。 
また、論文全体を通してはもちろんのこと、序論、本論、結論、そして一つ一つのデー

タの掲示などの小さな単位も結論に向かって論理的な展開を行っているかにも気を配らな

くてはいけない。小さな単位の論理展開も、論文全体を見たときに論理のずれや矛盾をひ

きおこしてはいけない。全体的な話の流れを決めてから、各部分で書くことを肉づけする

のが、話の流れを練るコツである。 
 
・ 序論について 
序論でしなければならないことは、「どうしてこの学術的問題に取り組むのか」を説得す

ることである。それに加え、序論は論文のはじめということで、ここで読者をひきつける

必要がある。よっていかにうまくこの論文を書く目的とそれを明らかにする学術的意義を

説明し、読者をひきつけるかに序論はかかっている。 
序論では、目的と意義のほかに、着眼点や、学術的な問題に関してそれがとある学問分

野にどのような貢献をもたらすのか、を説明しなくてはいけない。その際に論文について

不明確な点があると、読者は読む気をなくしてしまうことがあるので、序論はできるだけ

明確に、だらだらと書かないことも大切になってくる。 
 
・ 研究方法について 
 研究の方法は、論文の結論を支える土台である。方法が結論の土台となっているという

ことは、集めたデータが適切であったということである。 
 そして、論文を書く際には、書き手がこの調査は適切であったことを読者に伝えるため



に、何のために実験を行ったのか、どういう理由でその調査方法を選択したのかをきちん

と示す必要がある。狙いがわかれば、その実験、調査等に読者は納得する。 
そのデータを提示する際の注意は、わかりやすい文章を書くのと同様に、読者にわかり

やすくデータを提示するということである。その方法としては、データが持つ情報をでき

るだけ短くまとめたり、図表にまとめたりすることがある。しかし、図表を使う場合はま

とめて表示をしたりする、あえてひとつのデータを二つに分けるなどの、読者にわかりや

すくデータを表示する工夫は臨機応変にやらなければいけないので注意が必要である。 
 

・ 説得力のある主張を 
主張をする際には、必ず理由が要る。このことは論文で自分の主張をするときの大前提

であるが、ただやたらと理由をつければいいものではなく、その理由は、客観的な事実、

データに基づいており、さらに論理的でないといけない。理由が信用してもらえなかった

ら、その後の論理展開がいかにしっかりしていても、読者は納得してくれない。 
読者を納得させるために、文献を引用することがあるが、このときは、文献の文面上の

意味を書き手の都合よく解釈してはいけない。その文献のなかで、使いたい部分がどのよ

うな意味で使われているのか、その文献全体から判断し、引用しなくてはいけない。 
 
・ 考察について 
考察では、事実、データを基に主張を展開していく部分である。自分が事実やデータに

基づいて明らかにしたことを主に主張していくわけだが、これは自分が集めた事実、デー

タをただまとめただけのものではない。考察では、これらに基づいて何を主張したいのか

を書かなくてはいけない。つまり、集めた一つ一つの事実やデータが示すことを的確に解

釈し、それらを統合して何らかの主張を導くのである。 
また、その主張から、どのような学問的意義を見出すことができたのか、このことを積

極的に述べることも重要である。論文が学術的問題に解答することに次いで､この部分は論

文の中で大事な部分といってもよいだろう。その問題を解決したことで、どのような一般

的な意義を見つけ、それがどの分野の発展にどう貢献するのか、読者にわかりやすい文体

で主張するのだ。 
考察を書くときの注意事項としては、その論文の中で何らかの結果を扱った部分のデー

タを議論に用いることがまず挙げられる。考察に必要なデータを得るために、データを集

めるわけだから、裏を返せば考察に必要のないデータは論文自体に必要ないことになる。

したがって｢せっかく調べたのに｣という気にはなるが、不要なデータは削るべきである。 
また、考察を各部分では、論文ですでに述べた情報をまとめた「短い言葉」を使うと読

者にすんなりと理解してもらえる。重複する言葉を使いすぎないように心がける必要はあ

るが、論文の後半ということで読者に負担をかけないように自分の主張を読んでもらうた

めに、言葉遣いに工夫することも考察を述べる部分では必要である。 



 
● まとめ  
 
 以上、論文とは何なのか、論文を書く目的、論文を書くときの注意事項を述べてきたが、

全体を見返してみると、論文を書くこととは、学術的問題に解答するということに加えて、

それを読者に読んでもらう、理解してもらう、という大きな要素も含むと思った。論文を

書く際に気をつけること、というのは読者に気持ちよく自分主張を読んでもらうために気

をつけること、と言い換えてもいいくらいだと思う。その気をつけることの中でも、特に

自分は、全体を見失わないこと、論理的な文章を心がけること、という点に特に注意して

いきたいと思った。 
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